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令和３年度第５回大磯町文化財専門委員会議 議事録 

 

 

 

１．日 時  令和４年３月 17日（木） 

開会時間／午後２時   閉会時間／午後４時 

 

２．場 所  大磯町役場 ４階 第２委員会室 

 

３．出席者   

（委 員） 薄井和男／委員長 

       田尾誠敏／副委員長 

       山崎祐子／委員 

       田中徳久／委員 

       山﨑鯛介／委員 

       ※オンライン（ZOOM）にて出席 

 

（事務局） 熊澤 久／教育長 

      大槻直行／教育部長 

谷河かおり／生涯学習課長兼生涯学習館長 

北水慶一／生涯学習課歴史・文化担当主幹兼郷土資料館副館長 

東 真江／生涯学習課係長 

原田睦子／生涯学習課主任主事 

       ※対面にて出席 

 

（オブザーバー） 

     国土交通省 関東地方整備局 国営昭和記念公園事務所 調査設計課長 藤井彰俊 

国土交通省 関東地方整備局 国営東京臨海広域防災公園 調整係長 山野井一馬 

国土交通省 関東地方整備局 営繕部 整備課 営繕設計審査官 馬場宏典 

国土交通省 関東地方整備局 営繕部 整備課 保全指導・監督官 梅澤聖 

     ※オンライン（ZOOM）にて出席 

 

４．傍聴者  １名 

 

５．教育長挨拶 

自己紹介 
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（ 開 会 ） 

 

・会議成立の確認 

・会議公開の確認 

・傍聴者有無確認 

・資料の確認 

 

６．前回会議録の確認 

 

７．議事 

議題（１）令和３年度文化財関連事業の進捗状況について 

事務局から資料の説明を行った。 

・大磯の左義長は行事中止の為、県費補助金取消申請書を提出した。 

・県指定文化財の大磯高麗山の自然林について、ナラ枯れ等により、また、鷹

取神社の社叢林について、倒木があり、県に滅失届を提出した。 

・町指定文化財の六所神社の樹林について、ナラ枯れがあり、町都市計画課が

伐採及び薬剤散布処理を行った。また、町指定文化財の稲荷神社の樹林につ

いて、枯枝除去の為、補助金を交付した。 

・文化財消防訓練を善福寺で、消防設備点検を蓮花院・西長院で実施した。 

・文化財調査報告書第 52集を刊行した。 

 

主な質疑応答は以下のとおり 

〔国府祭の国指定について〕 

（委 員）国府祭の国指定について、進捗状況を知りたい。 

（事務局）国府祭調査報告書刊行事業については終了したが、令和２年、３年に

新型コロナウイルス感染症拡大防止の為、祭が開催中止となり、文化

庁の現地確認待ちとなっている。令和４年３月 10日に類社会が行わ

れたが意見が分かれ、４月２日の宮司会で最終決定する予定。 

 

〔文化財消防訓練について〕 

（委 員）文化財消防訓練について、どのくらいの規模で実施したか。 

（事務局）善福寺からの出火を想定し、文化財管理者による初期消火訓練、模

擬文化財持ち出し訓練、通報訓練、及び消防署と第１・２消防分団

による一斉放水訓練を実施した。今年度は、新型コロナウイルス感

染症拡大防止の為、関係者のみで実施した。参加者は 49名。 

 

〔会議・研修について〕 

（委 員）埋蔵文化財関係の会議では、どのようなことが協議されたか。 
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（事務局）県市町村埋蔵文化財保護行政連絡協議会協議会では、埋蔵文化財書

類の押印廃止における各市町村での対応について等、県・市町村埋

蔵文化財検討分科会では、発掘調査において、フィルム一眼レフカ

メラ国内生産中止の現状から、一定水準のデジタルカメラの使用を

認め、県調査基準を改正する等の協議が行われた。 

 

 

議題（２）旧滄浪閣、旧ホテル滄浪閣ホール棟、旧池田成彬別邸（西園寺 

公望別邸跡）の保存活用計画について 

国から説明いただいた。 

・各建物について保存・保全・その他に分類し、建築当時のものとそれ以外

とに分けた。旧滄浪閣は、旧李王家別邸の当初材の残る部分を保存し、邸

宅の歴史等の展示スペース等に活用する。当初材の少ない保全部分につい

ては、管理事務室・トイレ等にする。旧ホテル滄浪閣ホール棟については、

明治期の立憲政治の確立等の歴史や人物等に関する学習空間とする。旧池

田成彬別邸（西園寺公望別邸跡）は保存部分が多く、展示スペースのほか、

飲食やイベント等に活用する。 

保存活用計画について承認された。 

 

主な質疑応答は以下のとおり 

〔環境保全計画について〕 

（委 員）西園寺公望別邸の石垣は、大磯高麗山産出の石を使ったとあり、その

詳細について説明してほしい。 

（国）  大磯高麗山で産出された石を使った擁壁である可能性があり、令和４

年度以降に、安全面を含め詳細調査を行う必要があり、今後の課題と

したい。 

 

〔防火・防犯対策について〕 

（委 員）防火・防犯対策についてはどうか。 

（国）  夜間等の対策として、監視カメラを設置し、警備スタッフを常駐する。 

 

〔利用者展示について〕 

（委 員）文化財としての価値を利用者に知らせる教育的なものは、今後計画に

盛り込まれるか。 

（国）  今後、有識者委員会で具体的な展示のあり方について検討する。 
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議題（３）旧滄浪閣、旧ホテル滄浪閣ホール棟、旧池田成彬別邸（西園寺 

公望別邸跡）の現状変更について 

国から説明いただいた。 

・旧滄浪閣、旧ホテル滄浪閣ホール棟は建物全体の損傷が著しく、今後補強

等の対策が必要。旧池田成彬別邸（西園寺公望別邸跡）は、漏水等による

浸水や腐朽が著しく、今後修理が必要。 

質疑応答なし。 

現状変更について承認された。 

 

 

議題（４）その他  

 ・令和４年度で平成 20・21年度作成した文化財看板について、劣化が進んで

いるため、板面修繕（９基）を行う。 

 ・文化財専門委員会議は４回開催する（第１回は６月または７月の予定）。 

 ・高来神社蔵神像群が神奈川県の重要文化財として、３月９日の神奈川県教育

委員会で決定した。 

 

 

（ 閉 会 ） 


